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東日本大震災からの生活文化の復興
―人々の心をつなぐ “ 語り ” と文化財の役割―　
2015 年 1 月 17 日（土）
　2011 年の震災当初より，東北学院大学は被災した博
物館のコレクション等を救援する文化財レスキュー活
動に深く関与してきました。担当は牡鹿半島の突端部
で 10 メートルを超える津波で壊滅した，石巻市牡鹿
公民館とその所管する鮎川収蔵庫の民俗資料です。学
生たちによる洗浄，脱塩，殺虫，写真撮影，リスト作
り等の作業によって，この春ようやく保全作業を終え
て石巻市の仮収蔵庫に返却するまでに至りました。そ
の過程で継続してきた被災地での移動博物館では，民
具や古写真から思い出される地域の方々から日々のく
らしのエピソードや思い出を聞書きし，そのデータは
1000 件以上となっています。文化財を返却した後も，
この活動は継続していきます。
　被災地で文化財レスキュー活動を展開しながら，私
たちは日々うつりかわる地域の現状を肌身で感じてき
ました。人々の震災前のくらしに対する思いや，過去
を振り返ることの意味は，復興状況の推移に応じて変
化してきています。東日本大震災は人命と生活の場を
かつてない規模で喪失させました。その震災の「記憶」
が薄らいでいくのに抗うために，多くの記録のプロジェ
クトが進行しています。しかし，私たちの活動は，震
災時の出来事ではなく，これまで営まれてきた “ ひと
り一人のくらし ” にあります。
　学生たちとともに聞書きを続けてくると，震災だけ
が生活を変化させたのではなく，地域の開発や幹線道
路の整備，商業捕鯨の禁止，養殖業における流通のグ
ローバル化，農林水産物の生産の政策的な転換など，
多くの要素が，ひとり一人の生活のミクロな現場に作
用して生活を変化させてきたことがわかります。また
災害についても，明治三陸津波，昭和三陸津波，チリ
地震津波，平成の東日本大震災の津波と，それぞれに
異なる被災状況と，そこからの復興過程があることが
わかります。人々は，こうした試練に向き合うことで，
人生を歩み，生活を営み，思い出をはぐくんできたの
です。
　こうした当たり前のことが，災害と復興だけに焦点
を当てて見てしまうと，見えなくなってしまいます。
被災地を「災害」を「被った」地域としてとらえてし
まうと，そこに営まれ，これからも新たな歩みをつづ
けていく，生活の場として見ることを忘れてしまいま
す。レスキューされた民俗資料と，それをもとに地域
のみなさんが思い出して語るくらしの息吹が，復興の
なかで作り上げていく “ひとり一人のくらし ”のイメー
ジとして共有され，生活文化の復興の一助となること。
そこに人々の生活を見つめる民俗学の役割と，ミュー
ジアムのこれからのすがたがあると実感しています。
（東北学院大学文学部准教授　加藤幸治）
この記事は 1 月 17 日に当館で実施したレクチャーシリーズ
No.131 の講演内容に沿った解説です。鮎川での聞書きの様子（2014 年 8 月）
1 月 17 日に開催した東北学院大学 4 年生による
ポスター発表の様子
